
 

⑦「土壌・地下水汚染が水域に及ぼす影響に関する研究」の評価結果（事後評価） 

 

【総合評価】 

研究期間や研究費の都合で当初計画を変更したが、逆に研究対象となる物質と地域が限定され、

論点が明確になっており、研究の実施方法、体制等は概ね適切であったと評価する。また、検証

はできていないものの、時間の概念を重視した考え方を入れたモデルによるシミュレーション結

果から土壌地下水汚染対応マップを作成し、河川管理について予防的措置も含めた対応の枠組

み・対処法の雛形を示しており、目標は概ね達成できたと評価する。 

なお、今後、モデルのバリデーションや地下水汚染のリスク管理について検討するとともに、

研究成果の発表に積極的に取り組まれたい。 

 

【評価指標別評価結果】 

研究の実施方法、 

体制等の妥当性 

１ 適切であった 

２ 概ね適切であった 

３ やや適切でなかった 

４ 適切でなかった 

 ★★★  

 ★★★★ 

 

目標の達成度 

１ 目標を十分達成できた 

２ 概ね目標を達成できた 

３ あまり目標を達成できなかった 

４ 目標を達成できなかった 

 ★ 

 ★★★★★ 

 ★ 

 

【指摘事項】 

なお、以下の指摘事項があったので参考にされたい。 

・河川に流出した段階だけでは総合的な議論はできないので、土壌汚染や水質汚染が発生した段

階での地下水汚染のリスク管理についても検討されたい。 

・土地利用規制へのフィードバックも重要な問題であり、将来的には土地利用規制のような社会

制度にどう反映していくかの議論が必要である。 

・化学物質の流動の過程における化学反応や沈殿についても考慮されたい。 

・シミュレーションの精度の問題は重要であるため今後、モデルの検証について検討されたい。 

・研究成果が広く使われるために、管理方法案の提示だけでなくマニュアル的な標準化について

検討されたい。 
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